
様式

○○ 年 ○ 月 ○ 日

国土交通大臣　殿

住　　　　所　　

氏名又は名称　　　　　　　　　

　令和５年度ポストコロナを見据えた受入環境整備促進事業補助金（持続可能な観光の促進に
向けた受入環境整備事業（自然保護のための保護柵、遊歩道等の整備））について、別紙のと
おり関係書類を添えて要望します。

要望書

○○県○○市○○町○○番地

○○市観光協会　会長　○○　○○

令和５年度ポストコロナを見据えた受入環境整備促進事業補助金
（持続可能な観光の促進に向けた受入環境整備事業（自然保護のための保護柵、遊歩道等の整備））

押印は不要です。

事業者名、代表者氏名（役職

含む）を記載してください。



別紙１　整備概要

補助対象事業者名

国

都道府県

その他

電話 （△△△）-△△△-△△△ FAX （△△△）-△△△-△△△

○○市観光協会

補助対象事業者情報

整備する箇所と観光の関係性

整備する箇所の所在地域

持続可能な観光の促進に向けた受
入環境整備計画の名称

◯◯公園における整備計画

○○県○○市

○○公園が所在する○○地域一帯は、歴史的な神社や寺が多く、年
間を通して多くの観光客が訪れる地域である。

他の補助制度等の
活用の有無
(活用している・予定があ
る場合は具体的に記入
下さい。)※

有：当該設備は○○省の●●補助金を活用して設置されている（補
助率１／２）。財産処分期限は２０１６年３月である。

整備概要

整備する箇所 ○○公園

整備の必要性

〇〇公園周辺の歩道は、○○地域一帯に訪れる観光客のほとんど
が通過するが、放し飼いされている動物との接触事故が絶えず、動
物と観光客の双方に被害をもたらしている。そこで、〇〇公園と特に
観光客の多い歩道との間に保護柵を設置することで動物と観光客双
方の保護を図る。

無

無

※他の補助金等と、補助対象が重ならないよう、整備の位置づけを
調整する等の対応が必要となる場合があります。「補助金等に係る
予算の執行の適正化に関する法律」等を参考にした上、他の補助制
度等の利用状況を記入下さい。

△△＠△△△．△△△．△△

○○市観光協会

連絡先（メールアドレス）

連絡先（電話番号・FAX番号）

所属部署・担当者名

住所

法人番号 ○○○○○○○○○○○○○

補助対象事業者名

〇〇県○○市○○町○○番地

観光　太郎

今回整備する設備あるいは施設について他の補助

制度等の国等の資金を活用している場合、括弧内に

記載し、活用している補助制度等について具体的に

ご記入ください。また、財産処分期限もご記入ください。



別紙２　内訳

補助対象事業者名 ○○市観光協会 整備する箇所
(税抜き、単位：円)

負担者 負担額

着手予定日
令和5年6月10日

完了予定日
令和5年12月15日

着手予定日

完了予定日

着手予定日

完了予定日

着手予定日

完了予定日

計 1,000,000 500,000

○○公園

補助対象経費 補助金額 備考

1 保護柵の購入 ・保護柵（10個）

1,000,000

補助対象事業の
目的・内容

補助対象設備等
補助対象事業の

着手及び完了予定日
費用総額

500,000
※見積書No.1に
該当

1,000,000

国

申請者

国

申請者

0

国

申請者

0

補助対象事業

自然保護のための保護柵、
遊歩道等の整備

1,000,000

0

国 500,000

申請者 500,000

補助対象事業の種別
（補助対象経費の区分）

自然保護のための保護柵、
遊歩道等の整備



別紙３　位置関係

保護柵、遊歩道等を整備する箇所の位置関係がわかる地図

保護柵、遊歩道等を整備する箇所周辺の地図等を添付してく
ださい

・整備する箇所が分かるようにしてください

・周辺に観光スポットがある場合には分かるように記載してください

・整備前の動植物の生息地域も分かるように記載してください。



別紙４　具体的整備内容

現状

整備後

項目 内容

保護柵、遊歩道等の仕様

数量

跳躍侵入防止のため、全高2.5ｍの柵を整備

保護柵、遊歩道等を整備する箇所の現況写真

保護柵、遊歩道等を整備する箇所の現況写真を貼付してください。
※適宜、枠を追加して写真等を貼付してください。

10個

現状と整備後

○○公園と歩道の間には柵が無く動物が飛びだしてく
るため、動物と観光客の接触事故が年間数十件発生
している。

特に接触事故の多い箇所に全高2.5ｍの柵を10個整
備することで、接触事故を減らす。

・本補助事業で整備する箇所の写真を全て添付してください。

・現状が確認できない場合補助対象になりません。

・現況の動植物の生息域を含むようにし、かつ整備後の変化も確認できるような構図で撮影く

ださい。



保護柵、遊歩道等の設置位置を図面等に具体的に示してください。

設置位置


